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緑の探究Ⅰ（１年生）

SSHとなった本校の学校設定科目「緑の探究Ⅰ」では、データをもとに課題を見出し、

実験や調査によって課題の解決方法を探る探究活動がスタートしました。緑の探究Ⅰでは

「水」に関するミッションを解決するべく、株式会社オオスミ、ウォータースタンド株式

会社、JICA (国際協力機構) 横浜、水産研究・教育機構の 4つの機関の指導のもと、グル

ープごとに探究活動を行っています。10月 13日 (木) には、研究の中間報告会を行いま

した。ここでの反省点をもとに計画を練り直し、今後の実験・調査を進めます。

総合的な探究の時間（２年生）

今年度は、“TQ so match!! ～Advanced～”（タンキューソーマッチアドヴァンスト）というテーマで活動しています。昨年度

は”Advanced”はついておらず、日常生活で出会うさまざまな人やものに感謝しながら、たくさん探究をし、自分や社会と探究をマッ

チさせていこうとグループ単位で活動していました。今年度は７つの分野に分かれて、個人単位での探究活動となっております。前期は、

テーマを考える前に、青山学院大学の伊藤一成教授や日本科学未来館の池辺靖さんの「生の声、生の研究」を聞き、テーマ設定から分析、

研究倫理などについての理解を深めたり、探究計画についての中間発表を２回行ったりする中で、探究内容を深く掘り下げることができ

たようです。また、一部生徒は設定した課題を解決するために、自ら外部機関を探し、連携し、課題の解決を目指しています👍👍

生生物物オオリリンンピピッッククのの国国内内予予選選にに 55名名がが挑挑戦戦ししままししたた（（77月月 1177日日）） 

［［教教員員］］鳥鳥取取県県立立鳥鳥取取西西高高校校をを視視察察ししててききままししたた。。（（66月月 2211日日）） 

［［教教員員］］愛愛知知県県立立岡岡崎崎高高校校をを視視察察ししててききままししたた。。（（77月月 2277日日）） 

［［教教員員］］愛愛知知県県立立豊豊田田西西高高校校のの生生徒徒発発表表会会をを見見学学ししててききままししたた。。（（77月月 2288日日）） 

［［教教員員］］茨茨城城県県立立緑緑岡岡高高校校のの生生徒徒発発表表会会をを見見学学ししててききままししたた。。（（77月月 2255日日）） 

日本土壌肥料学会 2022東京大会でポスター発表をしました (9月 13日)

化学生物同好会が「カボチャの種、捨てますか？育てますか？」という題目で、カボチャの発芽率と成長

速度を決定する要因は土の種類にあるという仮説を立て、異なる種類の土で発芽・生育実験を行った結果を

報告しました。参加した生徒は、他校生徒や研究者たちの発表を見て大きな刺激を受けました。

ＳＳＨ生徒研究発表会で発表しました

令和 4年度 SSH生徒研究発表会に、２年生 3名が参加しました。１年生のときに探究した「睡眠と体型の

関係」についてポスター発表しました。参加した生徒からは、「キャッチーさは他と比べたらあったのではない

かと思う。」「他校の研究のレベルがとても高いと感じた。」「この実験でこうだったから追加実験を行うなどし

てみると良かったのかもしれない。」「ポスターが通路からは見えにくいから、遠目で見てインパクトのある何

かを見えやすく設置した方がいい。」などの成果と反省が挙げられました。SSH１年目！！ということで、右も

左もよくわからないながら、参加した３名は本当によく頑張りました～！！

日
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釧路湿原スタディツアー（8月 21日～23日）

北海道 釧路湿原の見学を通して、生態系保全に関する学習を行いました。参加者は生徒 20名職員 3名。

ツアーに先駆けて開催された３回の事前学習会からツアー当日まで、釧路国際ウェットランドセンターの新

庄久志氏、国連大学サステイナビリティ高等研究所の柳谷牧子氏を講師としてお迎えし、生物多様性やその

保全について学びました。ウェーダー (胴長) を着用して湿原の沼地を進み、川でカヌーを漕ぎながら周囲

の環境を観察するなどの体験を通して、湿原独自の生態系について理解を深め、これを守ることの大切さを

肌で感じることができました。

県立温泉地学研究所見学（8月 19日）

午前中は所員（本校卒業生）の方から講義をしていただきまし

た。火山が噴火するメカニズムを丁寧に説明していただきました。

午後は「温泉について」の講義で神奈川県や横浜市の温泉につい

て詳しく説明していただきました。

所内にある展示や最新の温泉成分の

測定器や地震をリアルタイムに測定

する器械を見せていただきました。

中外製薬鎌倉研究所見学（8月 17日）
講義では、ひとつの新薬が世に出るまでには、私たちが知らない

積み重ねがこんなにもあるのかと数に驚かされました。続く研究

所見学では、数十億円もする大きな機器を一人で操作する研究の

スケールの大きさにまた驚かされました。楽しみにしていた電気

泳動による DNA の長さ測定では、光り輝くバンドが蛍の光のよ

うに美しかったです。鎌倉での研究所

見学は今回で最後となりますが、次は

新設・移転する戸塚の研究所をぜひ見学

したいです。（生徒７名、職員１名参加）

東大スーパーコンピュータ見学（8月 19日）
東京大学情報基盤センター（柏市）に生徒 12名職員 2名で見

学させてもらいました。スーパーコンピュータを用いた研究をさ

れている中島研吾教授、奥田洋司教授、藤堂眞治教授の講義の後、

4 名ずつの班に分かれセンター職員の解説を受けながらスーパー

コンピュータの見学を行いました。

医療にまつわる統計学（8月 25日）
夏期講習では中外製薬株式会社より講師の方々をお迎えし、「新

しいクスリを世に出すということ」という題目で講義を行ってい

ただきました (生徒 12名参加)。クスリの効果を確かめるための

統計学的な手法を、講師が各グループに付いて一緒に考えたり、

製薬会社に勤める方々に進路選択

について質問したりと、普段の授

業とは一味違う、とても有意義な

講義となりました。
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ふくしま「学宿」（7月 31日～8月 2日）

津波と原発被害からの復興途上にある福島県双葉郡を訪問して、

現地で復興に取り組む方々から直接話を伺いました。ふたば未来学

園高校の社会起業部の皆さんには帰還困難地域である双葉町を案内

していただき、話し合うことでお互いの思いを共有することができ

ました。少人数での実施でしたが、「歩く」「見る」「聞く」「対話す

る」「考える」を実践する３日間になりました。

日

世界津波高校生サミット２０２２
１０月１７日（月）～２０日（木）に新潟県で開催された津波高校生サミットには、

全国からそして海外からも５０校余りの参加がある中、本校からも２学年から３名

の生徒が参加しました。いかに自然災害への対策を立て生き延びることができるの

かを、全国のそして世界中の高校生たちと対面で、そしてオンラインを交えて議論

を重ねました。参加した生徒たちからは、「災害という議題についてたくさんの知

識を共有でき、とても有意義な体験でした。」との感想が。各国の高校生たちと交

流し、地球の未来を共に考えた、思い出深く実りある４日間でした。

ＰＤＡディベート（11月 5日）

学力向上進学重点校とエントリー校の 18校が集まり、英語即興ディ

ベートを行う大会が開催されました。緊迫した雰囲気の中で、自分と相

手チームの主張を整理しつつ即興で反論する熱い戦いが繰り広げられ

ました。結果は２勝１敗で総合５位！ブラボー！

［［生生徒徒］］第第 1199回回国国際際地地理理オオリリンンピピッックク第第１１

次次予予選選にに 1133名名ががチチャャレレンンジジししままししたた。。 

［［教教員員］］京京都都府府立立嵯嵯峨峨野野高高校校・・京京都都府府立立洛洛北北

高高校校・・京京都都府府立立桃桃山山高高校校のの３３校校合合同同 SSSSHH成成

果果報報告告会会おおよよびび「「みみややびびササイイエエンンススガガーーデデ

ンン」」にに参参加加ししままししたた。。（（1111月月 1122日日）） 

［［教教員員］］福福井井県県立立若若狭狭高高校校をを視視察察ししててききまましし

たた。。（（1122月月 99日日）） 

［［教教員員］］山山口口県県立立徳徳山山高高校校、、山山口口県県立立下下関関西西

高高校校をを視視察察ししててききままししたた。。（（1122 月月 1133 日日、、

1144日日）） 

22002233年年 11月月 1100日日  
第３号

ハワイアンフェス（10月９日）

本牧の地域イベント「ハワイアンフェス」が開催されました。本校からは数学

物理部から「ブーメランを作ろう」、化学生物同好会から「スライムを作ろう」で

参加しました。当日はおおむね天候に恵まれ、多くの人で賑わいました。子供向

けの企画が少なかったため、本校のテントの前には親子連れの長い列ができ、子

供たちは楽しそうにブーメランやスライムを作っていました。部員たちも、子供

たちにわかりやすく作り方を説明して、科学の楽しさを伝えていました。

発行：神奈川県立横浜緑ケ丘高校 事業グループ

アアカカデデミミッッククキキャャララババンン（（1111月月２２日日）） 

鎌倉芸術館において、１，２年生を対象にアカデミックキャラバン

を行いました。その道の専門家をお招きし、ご自身の体験をもとに

お話しいただき、生徒との対話を通して知的好奇心を喚起し、生徒

のこれからにつなげる行事です。今年度は塩野義製薬で CSR事業

に関わっている齋藤弘樹先生に「理系研究者のリアル」と題して高

校時代から東工大、東大での世界初の発見を目指した研究生活、製

薬企業への転職などキャリアに関する講演をいただきました。失敗

を恐れず、現在興味がある分野に進む大切さの熱き話に生徒の質問

はなかなか途切れず！

最後はヒロキコールの中退場されていきました。
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保全について学びました。ウェーダー (胴長) を着用して湿原の沼地を進み、川でカヌーを漕ぎながら周囲
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講義では、ひとつの新薬が世に出るまでには、私たちが知らない

積み重ねがこんなにもあるのかと数に驚かされました。続く研究

所見学では、数十億円もする大きな機器を一人で操作する研究の

スケールの大きさにまた驚かされました。楽しみにしていた電気

泳動による DNA の長さ測定では、光り輝くバンドが蛍の光のよ
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4 名ずつの班に分かれセンター職員の解説を受けながらスーパー

コンピュータの見学を行いました。

医療にまつわる統計学（8月 25日）
夏期講習では中外製薬株式会社より講師の方々をお迎えし、「新

しいクスリを世に出すということ」という題目で講義を行ってい

ただきました (生徒 12名参加)。クスリの効果を確かめるための
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講義となりました。
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最後はヒロキコールの中退場されていきました。



ふくしま学宿 福島県立白河高校との交流＆オンライン交流

１月 16日（月）に福島県立白河高校の「震災復興しらかわゼミ」の２年生６名が本

校を訪れ、昨年の春と夏に「ふくしま学宿」に参加した10名と対話交流をしました。

前半はそれぞれの学校から調べたことや学んだことのプレゼンテーションを行い、後

半は「風評被害をどう考えるか」「震災から何を学び、どう生きるか」というテーマを

３つの班に分かれて話し合いました。

２月 15日（水）には福島県立白河高校主催で「震災復興しらかわの関サミット」が

オンラインで行われ、福島県立白河高校、北海道寿都高校、宮城県多賀城高校、滋賀県

立彦根東高校、熊本県立第二高校と震災復興をめぐり議論を行いました。
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「緑の探究Ⅰ」学年発表（２月９日）

２月９日 (木) 「緑の探究Ⅰ」では、探究活動の学年発表会が行われまし

た。各クラスの代表グループは、自分たちで設定した課題について実験など

で検証した結果を１学年 277 名に向けて発表しました。指導にあたった水

産研究・教育機構、ウォータースタンド株式会社、JICA横浜、株式会社オオ

スミの方々も発表を参観し、課題についてさらに深く考えるためのアドバイ

スをくださいました。各クラス代表が発表した題目は次の通り。

A組 「横浜ウォーターうまうま☆プロジェクト」

B組 「海洋酸性化抑制のための水草実験」

C組 「水質比較による横浜市の水の改善点究明」

D組 「横浜一汚い川を生まれ変わらせるために」

E組 「マイクロプラスチックを減らすために 〜洗濯と選択〜」

F組 「自分が "スキ" なスキン 〜スキンケアを添えて〜」

G組 「海水の二酸化炭素濃度上昇と水温の関係性」

日

フランス・ジョンエカー高校との対面交流会（２月８日）

2月 8日（水）コロナ禍で実現できなかった対面での国際交流会が実現しました。

10名のフランスの方々が来校。本校の生徒たちは、1,2年生合わせて 43名が参加し、

フランス文化に対する関心の高さが伺えました。前半は、スライドによる両校の学校紹

介、文化紹介。後半は、グループに分かれてディスカッションタイム。フランス語、英

語、日本語が入り混じり、終始笑い声と拍手がわき起こる活気ある交流会となりました。

生徒の感想です。他国を知ること以外にも、自国のことをいつもより考えたり、分かり

やすく説明したりする方法を工夫する機会であるのが国際交流である。私たちもフラン

スに行ってみたい。とっさに言葉が出てこないので、英語を話せるようにしたい！これ

からも、緑高生たちの海外への探究への旅はこれからもつづく！！



 本校は大正12(1923)年に県立横浜第三中学校として開校し、来年度創立100周

年を迎える神奈川の伝統校の一つです。現在は神奈川県立横浜緑ケ丘高等学校と

して普通科 21 学級、「広い視野を持ち、新たな価値を創造する次世代のリーダー育

成」を目標に教育活動を進めています。自由闊達な校風で、学習にも、行事にも、部

活動にも全力で取り組む前向きな生徒が多く、文化祭や体育祭などの生徒会行事の

企画運営も生徒実行委員の手で 1年以上前から計画されています。 

 本校のスーパーサイエンスハイスクールの取組は、令和４年４月に始まりました。折

しも、新型コロナウイルスの感染が何波にもなって世界を駆け巡り、日本の高等学校

教育にも大きな影響を与えている最中のことです。「未来の担い手として、他者と協

働して課題解決に導く科学的探究力を備えた人材の育成」を研究課題としての SSH

計画が、最初から順調に進行したとはとても言えません。慣れない予算執行の作業や

探究活動のカリキュラムを作りながらの研究活動実施など、生徒も教職員も懸命に

取り組みました。予定していた国内外の関係機関との連携には様々な支障もありまし

た。しかし、新学習指導要領に基づく新カリキュラム始動に時を合わせ、学校設定教

科「緑の探究」を開始し、すべての教科での探究的な授業の開発が少しずつ前進して

います。 

 「緑の探究Ⅰ」では、探究活動は確実なデータに基づく仮説の検証過程であるとい

う基礎基本を学びます。今年度は「水」をテーマに、多面的な探究活動を展開すべく、

国立研究法人水産研究・教育機構、JICA 横浜、株式会社オオスミなど外部の関係

機関の協力を得てグループ探究を行いました。 

 また、長期休業期間を活用してスタディツアーや研究機関見学、科学セミナーなど

を計画しました。 

 さらに、すべての教科科目で「緑の探究」と往還する探究的な授業展開を検討し、カ

リキュラム開発や授業力向上のための授業研究を行いました。 

 すべての教職員が関わることを前提に、悪戦苦闘の 1年目でしたが、国内外の関係

機関のご厚意、ご協力の下、多くの事業を実施することができました。 

今年度の成果を基に、来年度はさらに生徒が活躍できる研究体制を構築したいと

考えています。 

研究開発を進めるにあたり、文部科学省、国立研究開発法人科学技術振興機構、

神奈川県教育委員会、運営指導委員及び関係諸機関や協力企業の皆様に多大なる

ご支援、ご協力をいただきましたことに深く感謝申し上げます。 

この報告書をご覧いただき、今後ともご指導ご鞭撻賜りますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

 

神奈川県立横浜緑ケ丘高等学校 

校 長  秋 山 晶 子 
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❶令和４年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約）

① 研究開発課題

未来の担い手として、他者と協働して課題解決に導く科学的探究力を備えた人材の育成

② 研究開発の概要

学校設定教科「緑の探究」における体系的な課題研究を中核として、すべての教科で探究的に学

習し、課題研究と教科の学びを往還させることで「科学的思考力」を身に付け、「科学的探究力」

を高める。外部機関等と連携しながら、未来の担い手として他者と協働して課題解決に取り組む「協

働力」を育むとともに、研究に対する「倫理観」を身に付ける。

すべての教科における探究的学習と体系的に探究を学ぶ「緑の探究」を通して、「科学的探究力」

を育成する。外部機関等とも連携しながら探究することで、協働して課題に取り組む「協働力」を

高め、課題の解決に導く科学的探究力を備えた未来の担い手を育成する。

仮説１「科学的探究力を体系的に育成する課題研究プログラムの開発」

仮説２「科学的思考力を育成する探究的授業の実践」

仮説３「外部機関等と連携し協働力を高め、国際性豊かな科学技術人材を育成」

③ 令和４年度実施規模

普 通 科

１年生 ２年生 ３年生 計

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数

２７８ ７ ２７７ ７ ２７５ ７ ８３０ ２１

④ 研究開発の内容

○研究開発計画

１年次 ・「緑の探究Ⅰ」を実施しながら、新たな指導方法の研究を行う。また、外部機関等

との連絡と調整をすすめる。「緑の探究Ⅱ」の準備をすすめる。

・国内ＳＳＨ指定校のうち、県外の高校を交流対象校として、相互の交流をはじめる。

・ の生徒向け、教員向け研修を実施する。

・生徒に１人１台端末を持たせての授業を実施する。

２年次 ・「緑の探究Ⅰ」及び「緑の探究Ⅱ」を実施しながら、指導方法の研究を蓄積する。

また、外部機関等との連絡と調整をすすめる。「緑の探究Ⅲ」の準備をすすめる。

・「緑の探究Ⅱ」でプログラミングの技術を身に付けて後期からの課題研究に活かす。

・長期休業中のスタディツアーなどを充実させる。

・交流対象校との活動を活性化させ、国外の学校との姉妹校の設置に向けた準備を始

める。

３年次 ・「緑の探究Ⅲ」を実施しながら、「緑の探究Ⅰ」「緑の探究Ⅱ」の内容の検証をす

すめる（外部機関等との関わり、探究サイクルの定着、情報活用等の内容など）

・交流対象校との活動を充実させて、共同研究や共同発表の可能性を探る。

・長期休業中のスタディツアーなどの生徒の活動機会を増やす。

４年次 ・「緑の探究」の３年間の流れを検証するとともに、改善するべき内容の見直しをす

すめる。また、外部から３年間の取組に対して評価してもらい、その内容を改善に活

かす。

５年次 ・第Ⅰ期の総括と評価を行い、それを報告書にして、広く発信する
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②研究開発の経緯 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

③研究開発の内容 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

１．テーマ１ 学校設定科目「緑の探究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の設置 ．．．．．．．．．．．．．．．．．

２．テーマ２ 探究的な授業を通じた「科学的思考力」の育成 ．．．．．．．．．．．．．．．．

３．テーマ３ 「横浜」の地域資源や外部機関等との連携を活かした取組の充実 ．．．．

１ 中外製薬鎌倉研究所見学

２ 化学生物部における外部機関との共同研究

３ 科学系部活の地域連携活動

４ 医療にまつわる統計学「新しいクスリを世に出すということ」

５ 神奈川県立温泉地学研究所見学

４．テーマ４ 未来の担い手の育成に向けた国際性を育む取組の充実 ．．．．．．．．．

１ 英語ディベート大会への参加

２ フランス、ジョンエカー高校との交流

３ タイ、アントンパタマロート高校との交流

４ 「世界津波の日」 高校生サミット 新潟への参加

５．その他の取組 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

１ 図書室とコンピュータ教室を連携した「知の情報拠点」の設置について

２ 釧路湿原スタディツアー

３ 福島スタディツアー ふくしま「学宿」

４ 東京大学スーパーコンピュータ見学

５ アカデミックキャラバン

６ 科学系部活動の活動

７ 科学的コンテストへの参加

８ 他校交流

９ ＳＳＨ先進校訪問

令和４年度 ＳＳＨ生徒研究発表会参加

研究発表会等見学

④実施の効果とその評価 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

⑤校内における の組織的推進体制 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

⑥成果の発信、普及 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

⑦研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向性 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．

❹関連資料 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
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令和４年度 ＳＳＨ運営指導委員会の記録

運営指導委員

委員長 立川 仁典 横浜市立大学 理学部 教授

副委員長 伊藤 一成 青山学院大学 社会情報学部 教授

委員 菊地 あづさ 横浜国立大学 理工学府 准教授

委員 苫野 一徳 熊本大学 教育学部 准教授

委員 宮野 公樹 京都大学 学際融合教育研究推進センター 准教授

委員 山崎 洋一 神奈川工科大学 創造工学部 准教授

神奈川県教育委員会教育局高校教育課

増田 年克（課長）、松澤 直子（専任主幹兼指導主事）、石塚 悟史（指導主事）、永末 福太郎（指導主事）

横浜緑ケ丘高等学校

秋山 晶子（校長）、小林 恵里子（副校長）、中川 崇寛（教頭）、諸角 智恵（事務長）、

吉村 憲二（総括教諭）、天野 春樹（教諭）、市川 親代子（教諭）、伊藤 理沙（教諭）、

亀井 孝幸（教諭）、笹野 凪（教諭）、花田 あゆみ（教諭）、保田 直樹（教諭）

日時・出席者・指導助言内容

第１回 令和４年 月 日（火） ～

出席者：運営指導委員６名、神奈川県教育委員会教育局高校教育課３名、本校職員 名

指導助言内容：

実施事業－１ 緑の探究Ⅰ

・１，２年生で１単位ずつ情報を学ぶことで、学年ごとにうまく切り分けられるところがよい

・情報は他教科との兼ね合いが重要なので、学年ごとに学ぶことの切り分けの精査ができるとよい

実施事業－２ 「総合的な探究の時間」（２年）

・生徒が自ら色々動いているというのはよい

・マインドマップなどのツールを使っている先輩たちの発表を聞かせれば、ツールを教える時間はいらない

・探究活動がうまくいっているかどうかは、探究のテーマを見れば研究者は分かる

・探究は、研究の真似でもなければ、すぐ調べられるレポートでもない

・学生たちの研究テーマは先生方の評価であり、学生の評価ではない

・生徒が探究したいと思うようになったきっかけ、どこから疑問が生じたかにフューチャーする

・先行研究がどこまでいっているか調べるのも大事

・探究テーマを見つけるのが一番の探究である（やることはどうでもいい）

・施設もないし、どうせ実験できないのだから、気の利いたテーマを見つけることが３年間でできたらよい

・知りたいと思ったことを先行研究で知れたら終わってよく、それでも納得できなかったら続けたらよい
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実施事業－４ 緑の 緑の 緑の 学

・実りある探究、科学 探究 とは か

・探究を するものの２つは、やらされ と成 をつけられることである

・１年のうちから 頭する、 きなテーマを った方がよい

・ 位 を 成するものでなければならない

・ の 、 理 にそれ（研究テーマ）を表 できたら 分ではないか

・研究したくない に研究させるって 理

・一年間は、自分の を見つけるのに使ってもいい（ を っている もいるかもしれない）

・研究テーマを るた のち っとした ・実 とか調査ならできるのではないか

実施事業－ ＳＳＨ 究 会

・（ み であるが）生徒の生の が聞けてよかった

・理 に した横浜 イ ン フ ンテ 高校とは う、 自の を している

・１年生も２年生も先生も に しても さ づけで ぶなど、 でフ ーで れる 間は いと思う

・ にあるものを えるのが だとされて た たちに、 頭というのは 理である

・ 頭は の だと思っているのは大きな間 いで、 しろ科学 探究のときにはそれを インにする

・ がな でも だという にしたら いだろうし、 間が を そ るくらいが よい

・ りにやり、生徒の活動はこうです という を 科 が されても、いい にしてと思う

・ 科 もイ ー できないような、 の みを えたようなもので に きを えるようなものがよい

・ト イ ーをしてもらうような がよい

・課 とテ トマイ ン がつながっているようなところがある

・テ トマイ ン ツールを先に出すと、探究の を てしまう気がする

・ に活 できる を するくらいがよいと思う

・ をしない をつくる方がよいという気がした

・ テ ル ン ン の思 を学ぶことが大事になる

・ み く は一 ではできないので、その の を につけられるようにするとよい

・ ータ の の の中から いていく中で、どうしてこの なのか、どうなっているのかというこ

とを タートにするのもよい

・テーマをフ ー してそこから が言えるのかについて する

・ しい ータの をつないでいき、 年間を して ータ によって導き出す 験を でいく

・知の情報 などの設 はよい

・ タ ツ ーなどの の を続けていくとよい

・ の１年生が した を知の情報 や部活動などで工 して 輩に られるようにするとよい

・どういう になっていたらよいのか、 の があるとよい

・ したらさらに してくるのが 頭している であり、 してきた 問にただ えるのとは う

・ 、分 、発 は、科学のみじ なく、 々な分野（ 学にも）にもあてはまる

・ 代科学の は で、 できる

・高校生は、まだその い での研究者のしきたりに まっていないので、そもそも探究とは か、研究と

は か、そして、それを発表するとはどういうことかというところから探究してはどうか
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実施事業－４ 緑の 緑の 緑の 学

・実りある探究、科学 探究 とは か

・探究を するものの２つは、やらされ と成 をつけられることである

・１年のうちから 頭する、 きなテーマを った方がよい

・ 位 を 成するものでなければならない

・ の 、 理 にそれ（研究テーマ）を表 できたら 分ではないか

・研究したくない に研究させるって 理

・一年間は、自分の を見つけるのに使ってもいい（ を っている もいるかもしれない）

・研究テーマを るた のち っとした ・実 とか調査ならできるのではないか

実施事業－ ＳＳＨ 究 会

・（ み であるが）生徒の生の が聞けてよかった

・理 に した横浜 イ ン フ ンテ 高校とは う、 自の を している

・１年生も２年生も先生も に しても さ づけで ぶなど、 でフ ーで れる 間は いと思う

・ にあるものを えるのが だとされて た たちに、 頭というのは 理である

・ 頭は の だと思っているのは大きな間 いで、 しろ科学 探究のときにはそれを インにする

・ がな でも だという にしたら いだろうし、 間が を そ るくらいが よい

・ りにやり、生徒の活動はこうです という を 科 が されても、いい にしてと思う

・ 科 もイ ー できないような、 の みを えたようなもので に きを えるようなものがよい

・ト イ ーをしてもらうような がよい

・課 とテ トマイ ン がつながっているようなところがある

・テ トマイ ン ツールを先に出すと、探究の を てしまう気がする

・ に活 できる を するくらいがよいと思う

・ をしない をつくる方がよいという気がした

・ テ ル ン ン の思 を学ぶことが大事になる

・ み く は一 ではできないので、その の を につけられるようにするとよい

・ ータ の の の中から いていく中で、どうしてこの なのか、どうなっているのかというこ

とを タートにするのもよい

・テーマをフ ー してそこから が言えるのかについて する

・ しい ータの をつないでいき、 年間を して ータ によって導き出す 験を でいく

・知の情報 などの設 はよい

・ タ ツ ーなどの の を続けていくとよい

・ の１年生が した を知の情報 や部活動などで工 して 輩に られるようにするとよい

・どういう になっていたらよいのか、 の があるとよい

・ したらさらに してくるのが 頭している であり、 してきた 問にただ えるのとは う

・ 、分 、発 は、科学のみじ なく、 々な分野（ 学にも）にもあてはまる

・ 代科学の は で、 できる

・高校生は、まだその い での研究者のしきたりに まっていないので、そもそも探究とは か、研究と

は か、そして、それを発表するとはどういうことかというところから探究してはどうか

（ ）

・ の大 の研究を えて しい それが の い ってことだと思う

・探究科 の先生方の 事の は、 ーチン 、 ンセ ン になると思う

・ それええや それ まに 他には この で大 いける

・ 探究学 とか、 探究の時間 とか、日 と探究を 分けするのに 和 がある

・ 科 の 史を えて しい 日 と をつな る として、国 なり、 学なり、 ての科 が先

たちの探究の としてある それをまず ツンと一年生のうちに えて きたい

・ 科 の 史の や などをみ なで見て を言い合うとか、 高の授 と思う

・ ポ りがうまいだけ、 がうまいだけとは う

・ は でもいろ な で トプットできるので、 とか発表の方 を 容できるような

・テンプレートに せて発表会をやるような の みたいなものを えていって しい

・探究の として、 の科 がある（ 学の の発見 ）

・１年間かけて科 の 史をやったらどうか

・ は科学のことを言っているが、 しろこれからは科学と する方が大事

・すべての学問は 史である

・実施事 について く り まれている

・先生方もうまく 分されて、 き方 ということもあるので、 に わないようにして しい

・生徒の中に運営にかかわりたい生徒もいるので、どうなりたいか生徒も てもう一 見直してみるとよい

第２回 令和 年２月１日（ ） ～

出席者：運営指導委員６名、神奈川県教育委員会教育局高校教育課３名、本校職員 名

指導助言内容：

（１）探究 ・

・生徒に の で 部の発表の や ンテ ト、 ードを する（情報 も て）

・ の で ー を り れる（学 方を学ぶ）

・学校 の も て の りで り るテーマを させる（ 生かけられるもの）

・テーマは科学 思 や理 にこだわらずに、一年間かけて探究の さを知るだけでよい

・ と えない （ と う など、思うように進まないことは ではない）

・生徒の自 な発 で成 を ず、３年間の ンで （ がよい発 を すこともある）

・生徒が探究している時間に教員も探究活動に 頭する（教員の もよい）

・ と一本 り（本を みまくる・インタ ューしまくる と本 との出会い）

・ 発（主に校内・校 の生徒どうしでの 発）

・生徒に ー もレ ルも委ねて、 やかな のなかで に ッ ップする

・ な を する

（２）ＳＳＨ事業の

・ ン ートによる評価 はもちろ あって い

・生徒の い事 、 い事 を 、事 分 から ルの評価 を 成する

・ ン ートはもういいから、生徒たちの研究テーマで生徒の を見せる
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複

数
の

川
の

水
を

採
取

し
、

BO
Dや

pH
の

測
定

、
透

明
度

や
沈

殿
物

の
観

察
を

行
う

C
1
海

洋
酸

性
化

と
交

通
量

の
関

係
交

通
量

の
異

な
る

複
数

地
点

で
海

水
を

採
取

し
、

水
温

や
pH

を
比

較
す

る

2
同

じ
水

で
も

な
ん

か
違

う
複

数
種

類
の

水
を

高
校

生
た

ち
に

飲
ん

で
も

ら
い

、
お

い
し

い
水

の
特

徴
を

探
る

3
パ

プ
ア

ニ
ュ

ー
ギ

ニ
ア

を
ワ

ル
カ

タ
ワ

ー
で

救
う

！
結

露
を

利
用

し
て

空
気

中
か

ら
飲

料
水

を
得

る
装

置
を

つ
く

る

4
水

質
比

較
に

よ
る

横
浜

市
の

水
の

改
善

点
究

明
相

模
川

水
系

と
柿

田
川

水
系

の
原

水
を

採
取

し
、

各
水

道
水

の
水

質
と

比
較

5
ご

み
を

減
ら

す
最

良
の

方
法

自
治

体
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
に

よ
り

、
各

自
治

体
の

ご
み

削
減

に
対

す
る

取
り

組
み

を
調

査

D
1
魚

の
小

形
化

水
温

の
違

い
に

よ
る

溶
存

酸
素

濃
度

の
違

い
を

実
験

に
よ

っ
て

調
べ

、
水

温
と

魚
の

小
形

化
の

関
係

性
を

探
る

2
環

境
に

や
さ

し
い

洗
剤

づ
く

り
複

数
の

方
法

で
実

際
に

洗
剤

を
作

製
し

、
洗

剤
と

し
て

の
機

能
と

環
境

へ
の

影
響

 (p
Hと

BO
D)

 を
分

析

3
安

全
な

水
を

作
り

出
す

た
め

に
 in

 エ
リ

ト
リ

ア
太

陽
光

を
用

い
た

海
水

の
蒸

留
装

置
を

つ
く

り
、

得
ら

れ
た

水
の

量
、

塩
分

、
残

留
塩

素
濃

度
、

硬
度

を
分

析

4
横

浜
一

汚
い

川
を

生
ま

れ
変

わ
ら

せ
る

た
め

に
鶴

見
川

の
各

地
点

で
BO

D、
CO

D、
残

留
塩

素
濃

度
を

測
定

し
、

各
種

生
活

排
水

の
水

質
と

比
較

5
鶴

見
川

の
BO

D値
と

生
活

排
水

の
関

係
鶴

見
川

の
上

流
、

下
流

、
支

流
恩

田
川

で
BO

Dを
測

定
し

、
生

活
排

水
流

入
前

後
で

の
水

質
を

比
較

E
1
海

水
中

の
二

酸
化

炭
素

濃
度

と
貝

殻
の

関
係

さ
ま

ざ
ま

な
pH

の
液

体
中

に
貝

殻
と

卵
殻

を
入

れ
、

酸
性

や
塩

基
性

で
殻

が
溶

け
る

か
ど

う
か

を
比

較

2
水

音
と

わ
た

し
水

音
を

聴
い

た
と

き
と

聴
い

て
い

な
い

と
き

で
、

記
憶

力
に

変
化

が
あ

る
か

を
比

較

3
エ

チ
オ

ピ
ア

の
ト

イ
レ

問
題

犬
の

フ
ン

を
土

中
で

分
解

す
る

実
験

の
結

果
か

ら
、

水
不

足
の

国
で

も
普

及
さ

せ
ら

れ
る

ト
イ

レ
を

考
え

る

4
マ

イ
ク

ロ
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
を

減
ら

す
た

め
に

〜
洗

濯
と

選
択

〜
洗

濯
ネ

ッ
ト

の
種

類
や

枚
数

に
よ

る
、

洗
濯

時
に

排
出

さ
れ

る
化

学
繊

維
の

糸
く

ず
量

の
違

い
を

比
較

5
ガ

ー
ナ

の
水

を
き

れ
い

に
し

よ
う

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 b
y 
濾

過
自

作
の

濾
過

装
置

を
用

い
て

、
泥

水
を

濾
過

す
る

こ
と

で
吸

光
度

や
透

過
率

が
ど

れ
だ

け
下

が
る

か
を

検
証

F
1
ブ

リ
の

未
来

予
想

図
現

在
と

約
35

年
前

の
海

水
温

変
化

と
そ

の
期

間
の

漁
獲

量
の

変
化

か
ら

、
ブ

リ
の

未
来

の
生

息
域

を
予

測

2
自

分
が

 "ス
キ

" な
ス

キ
ン

〜
ス

キ
ン

ケ
ア

を
添

え
て

〜
化

粧
水

の
種

類
に

よ
っ

て
保

湿
効

果
と

そ
の

持
続

力
が

ど
れ

だ
け

異
な

る
か

、
肌

水
分

計
を

用
い

て
分

析

3
C

le
an

 W
at

er
 to

 Y
em

en
逆

浸
透

膜
法

と
自

作
濾

過
装

置
を

用
い

て
浄

化
し

た
水

の
残

留
塩

素
、

硬
度

、
pH

を
測

定
し

、
浄

化
前

と
比

較

4
１

プ
ッ

シ
ュ

で
水

を
変

え
る

！
鶴

見
川

の
pH

調
査

、
下

水
処

理
場

へ
の

質
問

、
シ

ャ
ン

プ
ー

使
用

量
調

査
に

よ
り

、
水

を
き

れ
い

に
す

る
方

策
を

考
え

る

5
エ

チ
オ

ピ
ア

に
水

を
届

け
る

大
作

戦
！

海
水

の
淡

水
化

に
は

蒸
発

法
と

逆
浸

透
膜

法
の

ど
ち

ら
が

適
切

か
を

、
実

験
に

よ
り

確
か

め
る

G
1
海

水
の

二
酸

化
炭

素
濃

度
上

昇
と

水
温

の
関

係
性

温
か

い
水

と
冷

た
い

水
で

は
ど

ち
ら

に
多

く
の

二
酸

化
炭

素
が

溶
け

る
か

を
確

か
め

る

2
ろ

過
と

蒸
留

に
よ

る
有

機
物

量
の

変
化

帷
子

川
の

水
に

つ
い

て
濾

過
と

蒸
留

を
行

い
、

そ
の

前
後

の
BO

Dを
比

較

3
海

水
淡

水
化

海
水

に
つ

い
て

セ
ロ

ハ
ン

に
よ

る
濾

過
と

蒸
留

を
行

い
、

そ
の

前
後

の
BO

Dを
比

較

4
川

と
側

溝
の

関
係

性
帷

子
川

と
鶴

見
川

の
側

溝
の

水
を

採
取

し
、

そ
れ

ぞ
れ

の
BO

Dを
比

較

5
家

庭
の

生
活

排
水

に
お

け
る

水
質

汚
濁

に
つ

い
て

複
数

種
類

の
生

活
排

水
を

海
水

で
薄

め
、

そ
れ

ぞ
れ

の
CO

Dを
比

較

緑
の

探
究

Ⅰ
（

77
期

生
）
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